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研究成果の概要（和文）：本調査研究では、デジタル教科書について、国内の先進的な学校の視察・聞き取り、
学校における実証的研究、国内の教科書発行者のアンケート調査、諸外国の行政機関・先進的な学校・教材制作
者への聞き取り調査を行った。小・中学校の全教科(10教科)について各教科ごとに、デジタル教科書活用の現
状、工夫・留意点、教育効果、使用が効果的な分野、課題・改善点、紙の教科書の役割の変化をまとめるととも
に、文部科学省の「『デジタル教科書』の位置付けに関する検討会議」の最終まとめとの関連も考慮して、指導
者用デジタル教科書・学習者用デジタル教科書の将来展望、著作権にかかる課題について整理した。

研究成果の概要（英文）：This investigative study of digital textbooks encompasses empirical research
 based on visits to progressive schools in Japan and interviews of the people there, a questionnaire
 survey of Japanese textbook publishers, and interviews with people at administrative institutions 
and progressive schools in other countries. For all 10 subject areas in Japanese elementary and 
junior high schools, information was collected on the following topics,special measures taken or 
points requiring special attention; the educational effectiveness of digital textbooks; the fields 
in which digital textbooks proved most useful; the issues and areas requiring improvement; and the 
effect of digital textbooks on the use of paper-based textbooks. Finally, summaries were compiled on
 the future prospects for digital textbooks for both educators and learners, and the problems of 
copyright, taking into consideration the findings of a committee charged with reviewing digital 
textbooks and their place.

研究分野：教育行政、著作権法制、教科書法制

キーワード： デジタル教科書　指導者用デジタル教科書　学習者用デジタル教科書
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１．研究開始当初の背景 
(1) 当時、我が国では小・中学校において電
子黒板の普及が進み、その教材として指導者
用デジタル教科書が使用されつつあり、また、
平成 27 年度から使用される小学校教科書に
対応した学習者用デジタル教科書の制作が
検討されていた。 
 
(2) 韓国では、2014 年度から小学校、2015
年度から中・高等学校の社会科、科学、英語
について全国で学習者用デジタル教科書を
使用するという計画が進められ(実際は 4 年
間延期された)、また、アメリカ等でもデジ
タル教科書の開発普及が更に進展している
という情報があった。 
 
２．研究の目的 
 (1) 政府においては教育の ICT 化を推進し
ており、近い将来、すべての教室に電子黒板、
児童生徒一人一人に電子端末を整備するこ
とを目指している。このような状況が実現さ
れると、すべての教師がそれらを利用して授
業を行うことが求められるが、この場合使用
される教材の中心はデジタル教科書と考え
られ、ICT が苦手な教師であっても、容易に
活用できるようなデジタル教科書が開発・提
供されることが必要である。 
 
(2) デジタル教科書についての個別・具体的
な研究はこれまでされていなかったが、すべ
ての教師が授業において、デジタル教科書を
適切に利用できるようになるには、学校段階
別、教科別の視点からの総合的な調査研究が
不可欠である。また、より良いデジタル教科
書を作成するためには開発ベースにおける
調査研究も必要である。 
 
(3) このような観点から、本研究では、学校
段階別に教科ごとに必要とされる機能・内容、
活用の工夫・留意点、教育効果・望ましい活
用場面、開発ベースにおける留意点を明らか
にすることを目指した。 
 
３．研究の方法 
(1) 紙の教科書及び指導者用・学習者用デジ
タル教科書を収集し、分析する。 
 
(2) 各教科ごとに、国内の先進的な学校の視
察・聞き取り調査、学校における実証的調査
研究を行うとともに、国内の教科書発行者の
アンケート調査を実施する。 
 
(3) 韓国、アメリカ等の先進的な学校、行政
機関、教材制作者への聞き取り調査を行う。 
 
(4) 上記の調査を行うため、各教科ごとに部
会・ワーキンググループを設けるとともに、
教科共通の事項を整理・調整し、研究全体を
統括する企画運営部会を設けた。 
 

４．研究成果 
(1)教科ごとの活用の違い：デジタル教科書
の持つ機能・コンテンツの中から児童・生徒
の学習状況に合わせてもっとも適したもの
を選択・使用して授業が進められることとな
るが、紙の教科書の使われ方における教科の
違いはデジタル教科書においても同様であ
る。なお、電子黒板を利用することによって、
下を向いて教科書を見ていた授業から電子
黒板に向かって顔を上げ、教師の説明を聞く
ことができる授業への変換については各教
科共通である。 
①国語：紙の教科書を使用する授業形態と同
様の使われ方であるが、デジタル教科書によ
り、「読むこと」を学習する場面、漢字の筆
順など導入や定着を図る場面、資料を用いて
理解を深める場面などにおいて活用でき、学
習効果が上がった。また、学習者用デジタル
教科書については、個人個人の学びが促進さ
れ、学習が主体的に進められる効果が見られ
た。 
②社会科：学習の課題や見通しを示す場面、
資料を調べる場面、グループ学習・クラス全
体での話し合う場面、学習のまとめや振り返
りをする場面などについて、デジタル教科書
の機能・コンテンツにより学習効果が上がっ
た。 
③算数・数学：学習課題の提示や例題の説明
の場面、これまで学んだことを復習する場面、
図形など理解の困難な事項を説明する場面、
学習を定着させる場面などについて、学習効
果が上がった。 
④理科：様々なコンテンツにより紙の教科書
ではできなかった授業展開、例えば、目で見
られないものや巨大なものの説明、変化をア
ニメーションにより提示、観察・実験の説明、
関連する過去の学習の振り返りなどが可能
になった。 
⑤外国語(英語)：ネイティブスピーカーが読
み上げ、音に合わせて本文の色が変化・イン
トネーションの表示・再生スピードのスロー
化により「聞く」、「話す」について、フラッ
シュカードの活用により「読む」の学習効果
が上がったが、「書く」活動については課題
が残った。 
⑥生活科：紙の教科書では提示できなかった
様々なコンテンツにより、興味関心を引出し、
体験のきっかけを作ることができた。 
⑦音楽：歌唱の際歌詞の色が反転することで
歌いやすくなる、伴奏を入れられる、器楽演
奏で動画の解説が見られる、音楽づくりがで
きる、鑑賞の理解が深まるなどの効果があっ
た。 
⑧図画工作・美術：様々な角度からの作品鑑
賞、教科書以外の作品の提示により関心・意
欲が向上し、材料・用具の扱い方をわかりや
すく習得させることができた。 
⑨家庭、技術・家庭：実際の技能を身につけ
るため動画、イラスト等により具体的に細部
にわたり理解を図ることができ、また安全な



道具の使用のための注意喚起ができた。 
⑩体育・保健体育：体育分野では運動やルー
ルについて児童・生徒の理解を図り、また自
分の動きをタブレット端末で確認すること
ができた。保健分野については、理科や生活
科と同様である。 
⑪教育現場における体制整備：学校において
は、ICT 環境の整備、教職員の理解促進、ICT
に関する校内研修の実施、情報教育推進リー
ダーの指名を進めるとともに、教育委員会に
おいては、情報化推進の専門部局の設置、教
育の情報化推進計画の策定、総合教育会議で
教育の情報化を協議し、関連予算を確保、ICT
支援員の配置促進が必要である。 
 
(2)デジタル教科書の将来展望 
①指導者用デジタル教科書：電子黒板の普及、
ビューア・プラットホームの標準化、低価格
化、著作権の制限規定の適用等の課題がある。
学習者用デジタル教科書とは利用目的が異
なる教材であり、機能も異なると理解すべき
であり、文科省の検討会議まとめの「デジタ
ル教科書」は指導者用デジタル教科書と学習
者用デジタル教科書が共有することが望ま
れる。また、デジタル教科書の文字の拡大、
白黒反転、総ルビ、音声等の機能は特別支援
教育に極めて有用である。 
②学習者用デジタル教科書：メリットは、文
字と画像を動かせる、教室内だけでなく、家
庭、通学途上等空間・時間を超えた学習が可
能、特別支援教育に有効などであるが、課題
としては、児童・生徒一人一人に端末(無償
又は有償)が必要、教師が使いこなせること、
指導者用デジタル教科書との区別、学年・校
種を跨いだ履歴の引き継ぎ、家庭や通学途上
での使用のため無線 LAN 環境の整備等があ
る。 
③著作権：課題は、教科書本体の著作物を指
導者用デジタル教科書や学習者用デジタル
教科書に掲載する場合、著作権について教科
書や教師用指導書と同様の扱い(許諾不要・
補償金)とすることについては、学習者用デ
ジタル教科書については今後制度改正を行
い、著作権法上教科書と同じ扱いになると考
えられるが、指導者用デジタル教科書につい
ては、今のところ何ら方向性が出されていな
い。 
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